







子）の残した史料 “Finding Aid for the Abiko Family Papers, ca. 
1890‒1944”（以下、AFP）を紐解き、先行研究で詳細にされてこなかっ
た 2 人の出会いと結婚に至るまでを直筆の史料から描くことである。








2015年11月現在、手元にAFPの 3 / 4 を入手済みである。これらはす
べてPDF化し、翻刻の作業を進めている。
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孝明『大倉山論集No. 54』大倉文化科学研究所、2008年 3 月、253～295頁）




5 ）瓜生外吉…1857（安政 4 ）年 1 月 2 日～1937（昭和12）年11月11日、加賀大聖


















































































また、山本恵理子氏が“Nikkei Heritage”に‘The Heritage of an Issei 











































この史料編は Abiko  Fami ly  Papers  Co l l ec t i on  1690 から
















































15）小崎千代子…1863（文久 3 ）年 8 月 8 日－1939（昭和14）年 5 月14日、余奈子
のはとこ。日本基督教婦人矯風会会頭。江戸小石川村にあった徳川幕府の直参
の岩村家の長女として生まれる。明治維新後、幕臣たちと静岡に移住する。










































































































































































































































































































史料Ｂ群 久太郎から余奈子への手紙 1909（明治42）年 1月 1日、8日、12日

















































































































































B－②　1909年 1 月 8 日
［一枚目］
去る四日夜御身が赤誠を尽して御
認めの御返書正ニ落掌致し候実ニ
やさしき御真情の程益れん斗りニ
紙面ニ相顕ハれ洵ニ喜はしく相感
じ候侭
幾度となく擦返し通読致し居り候。
思ふに御身をわが生涯の味方とし
て得たるは勇敢なる百萬の兵士を
得たるニ優り其喜は天下の富を一
身尓集めたるよりも大いなるもの
有之候。御身の温き仝情のあらん
限りは余は天下を欺とするも恐るる処更ニ之無候。其後日に増し御身
を思ふの度益々相加はり心中無限の喜悦と希望とを
以て満され居り候。催余は去月丗日当地到着以来
殆んど毎日朝早くより夜深厚尓至るまで親戚旧友ニ対
する応接ニ寸暇も無之度々書面を差上度存居りしも其
意ニ任せず候段、御推察の程願上候。実は本日頃当地を
発し新潟へ赴き両三日滞在の後遅とも十二日頃帰京
 
［二枚目］
致す筈ニ有之候処久々尓て帰省せし事とて此方よりも切
なる希望之を断る訳ニ参り兼ね候侭予期の
如く当地を去る事相出来難く候ニ付帰京の義は
十五日頃と相成り可申候。其節は直ニ御身の許を
尋ねて面のあだり将来の事ども相語り、互ニ相喜び申さば
やと今より夫れのみ相楽しみ申居り候
余は帰京後孜二三週間は外務省を始め其他知名
の政治家諸氏を訪慰して対米問題ニ関し少しく
運動相試み聊か在米仝胞のため画策する処有之度
又仝時ニ将来の事業維栄ニ関しても種々奔走致度
存居り候。以も右相済み次第直ニ御身と共に数週
　
新潟県蒲原郡水原町
　　　　　
安孫子久太郎
　
東京市麹町区五番町十六番地
　
津田梅子様気付
　　
須藤餘奈子様
【封筒】
81
間京阪地方尓遊び天然の美なる風景を友として
互ニ精神上の修養を務め我等の新なる生涯ニ対する
 
［三枚目］
準備ニ取掛り度希望罷在候。詳細の事は何れ帰京の
上篤と御相談可申候。余は両三日中ニ当地出発の
筈ニ付御返事を煩はすの時日無之ニ付帰京の上親しく
相伺可申候本日は親戚旧友諸氏を招きて答禮寿
留酬会相催し候筈ニテ多忙ニ付是尓て擱筆致し候
間御許し被下度候。末筆ながら御両親様へよろしく
御伝言の程切ニ奉願上候早々
一月八日朝　　　　　安孫子久太郎
須藤余奈子様
 
B－③　1909年 1 月12日
［一枚目］
数日来天気俄かに相加り候処何の
御障りも無之候我北越ニ於ける此
頃の寒さは一際厳しく御座候得者
幸ニ異状無之候間御安心被成。下
度候。去月丗日着郷以来殆ど二週
間一日として寧実なくすで尓親戚
知己智人より洵ニ手厚き待遇を受
け実ニ身ニ余る光栄と存居り候。
就ては滞在中の出来事二三件御参
考まで可申達候
先般帰省の際余の為め歓迎会を催
す者有之候由の処滞在日数の短からし今日之を御相ず能わざりしを以て
今回の帰省を機とし、去る五日午後三時より古川亭ニ於テ
町長助役等を始めとし郷里存附近ニ於ける知名の人士弐十数
名相会して、洵ニ盛んなる歓迎の宴を催し申居候
始めニ集会者一同を代表して町長佐藤友右衛門氏の歓
迎の辞あり之ニ対し余は簡単ニ答辞を述べ後
　
新潟市室長旅館
　　
　　　　　
安孫子久太郎
　
東京市麹町区五番町十六番地
　
津田梅子様気付
　　
須藤餘奈子様
【封筒】
82 安孫子家文書から見る安孫子久太郎と須藤余奈子の出会い
宴会尓移り間もなく余は再び立ちて日米問題ニつき
約一時間ニ渡る演説相試み候処満座一同熱心ニ
謹聴致し申候後佐藤町長之ニ対する謝辞旁
 
［二枚目］
三十分斗り演説有之一同十二分の歓ヲ尽しテ七時半頃散
会致し候。又去る九日尓水原尋常小学校の始業
式ニ招かれ数百の男女児童ニ向って一場の御話ナク■申候
該校は故叔父町長たりし時、率先して之が建築奔
走せし由尓て町民一同感謝致し居るとの事を聞き、洵ニ
嬉しく相感じ申候。余は曽て幼少の時此処ニ通学して
普通教育の初歩を授けられたるものなるが、尓来三十年
を経過したる今日、不思議ニモ其の校堂ニ立ち当時の余と
略ぼ仝様の学童尓向って一場の訓話を試むる尓当日りてや
新た今昔の感ニ堪へざるもの有之候。殊ニ余と今般生たりし
江口某氏余を紹介旁余の児童生活の一斑を述べ候際
の如きは殆んど感極まりて、再び昔の児童ニ生れ返りしが如き
感想を抱き申し候又ある頼の事、一老媼余の許を尋ね
来り候本年八十一歳なる者なれども仲々元気成もの尓て
若者を凌テの風有之候。彼女は余の生れシ時余が母の乳
不足なりし為め約十日間余に乳を與へ呉れし最初の乳母
なりとの事ニ御座候。こん回余の帰省の際余尓會たさの余り
 
［三枚目］
数回我家の門口まで来りしも其身の賤しくを恥ちて家尓
入らざりし由、余は今回之を聞き如何ニも懐かしく相感じ候
侭遠慮なく来るべく旨申送り候処、喜び勇んで尋ね
来り。夜深更ニ至るまで昔相談を打続け時の移るを知らざりし
如く有之候。余は彼女より母の臨終当時の光景及余嬰児
時代の有様等逐一聞く事得。洵ニ異様の感ニ打たれ申候。
此他申述之有度多く有之候得共何れ近日御面会可致ニ付
其節篤と御話可申候
余は昨日午後一時半親しき親戚旧友と相分れ最愛の御身と共に
83
新なる生活を営まん為め、勇しく郷里を出発致し候二十七
年前無謀の■■たりし余が何事をも家族ニ告げずして瓢
然郷関を脱せし当時を追想して只管其変化の大なる驚き
申候。昨日当地着本日数名の知人を訪問し明晩は当
地の有力家桜井市作氏の招待ニ応じ、明後十四日の夜汽
車かもしくは十五日の朝汽車二而帰京の途ニ就き可申候
ニ付両三日中尓は最愛の御身と再び相会するを得
べく夫れのみ朝夕楽みし居り申候。帰京の上は
 
［四枚目］
直ニ御尋ね可申候間左様御了承被下度候
末筆ながら御両親様并ニ姉上様方へよろしく
御伝声の程奉願上候早々以上
一月十二日　　　　新潟市ニ於テ
安孫子久太郎
須藤余奈子様
84 安孫子家文書から見る安孫子久太郎と須藤余奈子の出会い
史料Ｃ群　その他はがき・手紙　1908（明治41）年11月10日、12月15日
C－①　1908年11月10日　久太郎歓迎会の招待状
C－②　1908年12月15日
前略　本日大倉氏御面会致、当
方之都合等申述候處、後
日之誤解有之候而ハ不相成候次
第ニ付、決して急ぎ不申充分
御調査御考慮置何分之御決意
相成被度トノ返詞ニ候間、故
ことさ
ラ日を
期し返答ニハ及不申候。左様
御承知被成度候。尚当方之調
べ度廉々ニ付而ハ、同氏へ直接問
合候も如何ト存候へし故差扣
へ、之レ等ハ他の法方ニ拠り両三日
中御取調可申被存候。貴方ニも若
し御心当
　
 〆
  十二月十五日夕
　　　
麹町区五番町 六
　　　
女子英学塾内
　　
須藤餘奈子様
　　　　　　　
御親■
市内
【封筒】
85
も御座候ハバ御問合セ被下度候故、
仰之方ハ大倉氏より彼是御承知致
候ニ付、先安心と存候へ共
〇△
、川
〇
上氏同地ニよき知り合有之候趣ニて
△
為念
問合セ呉候筈ニ付、不日相分り可申ト
存候
先ハ右不取敢申入候事　可悦
　　十二月十五日夕　　栄三郎
よな子様
86 安孫子家文書から見る安孫子久太郎と須藤余奈子の出会い
